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労働者における抑うつ状態の因子構造の性差
―― うつスクリーニング質問紙「こころのチェックシート」の因子分析 ――
群馬大学大学院医学系研究科公衆衛生学 山 口 実 穂
日本の年間自殺者数は 1998年以来 3万人以上であり,
その原因の 1つとしてうつ病が挙げられる.近年,職域
におけるうつ病の問題が深刻化し,労働者の 6割以上が
職業生活でストレスを感じ,過労自殺や過労死が社会問
題となっている.
本研究では性差に着目し男女ごとに有効なうつ対策を
考えるため,企業労働者の抑うつ気分と様々な社会環境
因子との関連性を検討した.
群馬県のある企業労働者 649名に「こころのチェック
シート」を用いて調査を行った. 回収率は 91.7％であっ
た.質問項目の因子分析を行い,男女の因子構造を比較・
検討した.
男女ともに固有値 1以上の因子が 5つ推定された.男
性の第 1因子は抑うつ状態を問う 12項目が高い因子負
荷量を示したが, 女性ではこれらの項目がほぼ第 1因子
(人生空疎),第 2因子 (自己卑下)に 2分された.女性の
第 3因子は人生の充実感を問う 6項目が高い因子負荷量
を示したが, 男性ではこれらの項目が第 3因子 (生活充
実)と第 5因子 (家族・近所の人との対人関係)に 2分さ
れた.また,悲哀感を問う項目は女性の第 2因子 (自己卑
下)に対してのみ因子負荷量が高く,希死念慮を問う項
目と職域でのストレスを問う項目は男性の第 1因子に対
してのみやや高い因子負荷量を示した.
女性の「抑うつ気分」には 2種類あり,男性より抑うつ
状態の様相が複雑であるといえる.また,女性の抑うつ
気分は悲哀感が強く,男性の抑うつ気分は職場ストレス
に関連し希死念慮と結びつく可能性が高いことが示唆さ
れた.女性の生活の充実感には家族や近所の人との対人
関係に関連があったが,男性では関連がなかった.男性
は職域におけるストレスが抑うつ気分に影響を与え,さ
らに希死念虜に結びつく可能性が示唆された.
口腔扁平上皮癌における??F-FDGの集積と腫瘍の病理学的増殖能との相関に関する研究
群馬大学大学院医学系研究科顎口腔科学 豊 泉 修
【目 的】 FDG-PET検査は腫瘍のブドウ糖代謝を画
像化することが可能であり, FDGの集積は腫瘍の増殖
や予後と相関することが示唆されている.本研究では,
口腔扁平上皮癌に対して FDG-PETを施行し, FDGの
集積程度を評価するとともに,細胞の増殖関連マーカー
であるKi-67, Topo Ⅱαの発現ならびに p53, p63のタ
ンパク発現を定量化して統計学的検討を行い, 腫瘍の
FDGの集積と増殖能との関連を検討し,術前診断にお
ける FDG-PETの有用性を評価した.【対象と方法】
口腔扁平上皮癌と病理診断された症例のうち, 術前に
FDG-PETを施行して原発巣を外科的に切除し, 術後に
2年間以上経過観察し得た 16症例を対象とした.腫瘍の
FDG集積は SUVmaxで評価した. FDG-PET施行後
1ヶ月以内に原発巣を外科的に切除, 免疫組織染色を行
い,それぞれの発現率を測定した.得られた SUVmaxな
らびに免疫組織染色の陽性率を求めて統計学的検討を
行った.【結 果】 原発巣は全例で FDGが高集積を
示し, SUVmaxの平均値は 10.4であった.免疫組織染色
において, Ki-67, TopoⅡα, p53および p63の陽性率は,
全体の平均が 68.9％, 58.9％, 72.0％, 65.2％となった.
FDGの集積と免疫組織染色の陽性率とを比較した結果,
SUVmaxとKi-67 (r＝0.616, p＝0.01), Topo Ⅱα (r＝
0.677,p＝0.004),p53 (r＝0.613,p＝0.01),p63 (r＝0.710,
p＝0.002)の発現率との間に有意な相関を認めた.【結
語】 対象とした 16例において,原発腫瘍の FDG集積
は免疫組織染色で評価したKi-67,TopoⅡα,p53および
p63の発現と有意に相関し, FDG-PETは腫瘍の増殖能
を反映し予後評価に有用であることが示唆された.
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